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道路網構成要素と地域階層構造を考慮したリンク重
要度評価指標の再構成















































リンクをル ー トとして使用する発着ノ ー ドがそれぞ
れ属するゾ ー ンの地域階層の組み合わせに与えられ
る重みW岬に応じて算出される重要度である。本研
究におけるゾ ー ンの地域階層は、他のゾ ー ンからあ
る強度以上の通勤通学流動を向けられる主中心ゾ ー
ン、他ゾ ー ンから流動を向けられながら、自らも他
のゾ ー ンへ流動を向ける副次中心ゾ ー ン、および他
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ここに、N：発着ノ ー ド数、L：リンク数、品T (1：・ノ ー ド
i,j間の T 番目のルー トでリンクiが使用される場合， 0：使用され
ない場合）、Rり， Q り．ノ ー ド i,j間のルー ト数とOD交通量、
q;;r：ノ ー ドムj聞のr番目のルー トの交通量、 d ：リンクtの
交通量、叫（ut), vi：リンクlの配分後速度と理想速度、 d:'t'”
, d,;r ：ノ ー ド i,j間の最短ルー ト距離、r番目のルー ト距離
甜h1J ：ノ ー ド i,jが属す地域階層 I,Jのペアに与えられる重み
3. 福岡都市圏の主要道路網での提案指標の検討
図－1に、19 9 0年における福岡都市圏42市区町




は494リン夕、321ノ ー ド（発着ノ ー ドは107）で

















討するため 1こ、表 － 1に示す
2 ケ ー スを設定した。 Case!
は周辺や副次中心といった低












とで ある から、 こ こで は、
Case！の重要度を基本に考えることとする。
適用の結果得られたリンク重要度指標聞の相関係
数を表 － 2 に示す。問也、W,， およびW与 （1),(2） の相 C田e1 I 6.o s.o 4.o















































































- 0.678 0.471 I 0.985 
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IW;u’ w;d’ Wlu W1� 1w�h'(1) w�，.＇（2)IL;;,{!;r 
0.768 0.205 Q.139 I o.645 0.661 I 0.011 
0.359 0.366 I 0. 789 0.818 I 0.250 
0.4541 0.2日59 0 目 377 I 0.681 
I 0.381 0.186 I 0.4干6











J 、 W'�＇とw..’（1) 
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ー ドに関連するノ ー ド組み合わせの重要度を低く設
定し、圏域周縁部に多く位置する階層の低い発着ノ






























o.oo～ o. 00 o.oo～ o. 80 o. 80～ o.・90o. 90～ 
Wi'u 








また、 本法の応用として、 地域階層 に関してノ ー
ドペアに与える重みw..を 、 たとえば防災拠点聞の
重要度など、 地域防災上の観点から与え、 災害時の
リンクの重要度等を把握することもできょう。 これ
らに関しては、 また稿を改めて検討する予定である。
思5 w/u によるリンク重要度
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